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施工レポート 

GYREは「回転する、渦を巻く」をコンセプトに、フロ

アー毎に平面を少し回転させることで、凹凸が際立つ意

匠になっています。外壁は、アスロックのフラットパネル

下地にアガトス（INAX）を弾性接着剤で張り付け、全ての

目地をシーリング材充填しています。これにより、乾式材

料とは思えない重量感の有る壁面に仕上がっています。

（ジャイル）

■所　在　地：東京都渋谷区

■設　　　計：MVRDV＋竹中工務店

■施　　　工：竹中工務店

■外　　　壁：アスロック60㎜厚（500㎜幅）

アガトス現場弾性接着剤張り

■掲　載　紙：新建築2007.12号

商店建築2007.12号

GAJAPAN 2008,1-2号

建築技術2008.5号

（写真提供：新建築写真部）



既存コーナー

45度コーナー

(１)コーナーパネルの歴史
アスロックの発売当初は、製法上の理由から板状物しか製造

できず、その結果コーナー部分は金属などの別材料で納めて

いました。その後、同じ材料でコーナーを納めたいとの要望に

答え、290×290㎜のＬ型形状のＡＬコーナーを発売しご好

評を得てきました。しかし、意匠への要求が近年さらに高ま

り、ALコーナーに対する課題も指摘され始めました。「ALコー

ナーの頂点にＲ＝15㎜の面取りが有り、せっかくのアスロッ

クのシャープ感を損ねる」、「デザインパネルを使用しても、コ

ーナーがフラット品しか無いため連続性が途切れる」などのご

意見です。

(２)45度コーナーの登場
当社では、これらのご意見への答えとして、45度コー

ナー（縦張り用）、45度切断コーナー（横張り用）、製作コー

ナー（縦張り用、横張り用）を規格化し、コーナー材の選択肢

を増やしました。

45度コーナーは、押出製造時に小口に45度の形状を付けた

パネルです。このパネル同士を縦張り工法で付き合わせて頂

点を目地にすることで、アスロック本来のシャープ感を損なわ

ない意匠を表現できます。45度切断コーナーは、アスロック

短手小口を45度に切断して面取りしたパネルです。上記同様

に、横張り工法でシャープ感を表現できるパネルです。

(３)製作コーナーの登場
製作コーナーは45度切断コー
ナーの発展型パネルで、45度に切
断したパネルを、接着剤と補強金物
で一体化したパネルです。縦張り
用、横張り用のいずれも対応可能
で、デザインパネルの連続性を保つ
場合や、タイルベースパネルのタイ
ル割付けに合わせた不等辺コーナー
が必要な場合に使用します。
それぞれのコーナーの特徴は、ア
イデア施工（右ページ）の実例でご
確認ください。

製作コーナー



施工 

45度コーナー・製作コーナーの施工例
左ページで説明しました各コーナーの実例をご紹介します。

縦張り
工法

横張り
工法

フラットパネル45度コーナーの例 Vカットストライプ45度コーナーの例 タスロック製作コーナーの例

フラットパネル45度切断コーナーの例 ストライプライン45度切断コーナーの例 ストライプライン製作コーナーの例




